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1.　数　量　集　計　表



ﾚﾍﾞﾙ1工事区分 管路 ﾚﾍﾞﾙ2 工種 管渠工

ﾚﾍﾞﾙ3 ﾚﾍﾞﾙ4 ﾚﾍﾞﾙ5 積算用 数量計算 内訳数量表

種  別 細  目 規  格 単　 位 用単位 別　紙

管路土工 (管路掘削) BH山積0.28(平積0.20)ｍ3 ｍ3 ｍ3 44.68

(管路埋戻) BH山積0.28(平積0.20)ｍ3 ｍ3 ｍ3 29.75

(発生土処理) BH山積0.28(平積0.20)ｍ3+2tDT ｍ3 ｍ3 20.56

管布設工 【労務】

硬質塩化ビニル管 VUφ250(RR) ｍ ｍ 32.20

マンホール削孔接続 φ300 t=120 箇所 箇所 2

【資材】

直管(片受) VUφ250(RR) L=4 000 本 本 9 材工共

直管(プレーンエンド) VUφ250 L=470 本 本 (1) 残管使用

管基礎工 砂基礎 人力施工 ｍ3 ｍ3 13.10

管路土留工 (建込簡易土留) 掘削深1.5m以下 掘削幅1.00m ｍ ｍ H＝1.5m 31.96

備　　考

　数　　量　　集　　計　　表

数　　量　　区　　分 合　計



ﾚﾍﾞﾙ1工事区分 管路 ﾚﾍﾞﾙ2 工種 マンホール工

ﾚﾍﾞﾙ3 ﾚﾍﾞﾙ4 ﾚﾍﾞﾙ5 積算用 数量計算 内訳数量表

種  別 細  目 規  格 単　 位 用単位 別　紙

小型マンホール工 小型マンホール(塩化ビニル製) マンホール径300mm 箇所 箇所 起点および中間形式 マンホール深さ2m以下 本管径250mm 2 1-1,1-2

鋳鉄製防護蓋設置費有

　数　　量　　集　　計　　表

数　　量　　区　　分 合　計 備　　考



ﾚﾍﾞﾙ1工事区分 管路 ﾚﾍﾞﾙ2 工種 付帯工

ﾚﾍﾞﾙ3 ﾚﾍﾞﾙ4 ﾚﾍﾞﾙ5 積算用 数量計算 内訳数量表

種  別 細  目 規  格 単　 位 用単位 別　紙

構造物撤去工 既設管撤去 HPφ250 ｍ ｍ 32.11

コンクリート塊運搬処理 鉄筋構造物 ｍ3 ｍ3 0.02 マンホール削孔

(t) (t) (0.05 )

既設管HPφ250 ｍ3 ｍ3 0.78

(t) (t) (2.10 )

産業廃棄物処理工 殻運搬処分費 コンクリート受入費 t t 0.10

産業廃棄物処分費 廃プラスチック t t 2.10

備　　考

　数　　量　　集　　計　　表

数　　量　　区　　分 合　計



2.　内　訳　数　量　表



内訳数量表

1-1　小型マンホール工(塩化ビニル製)　数量表
規格：No1小型マンホール 1 箇所当り

項　　　　　目 規　　　　　格 数 量 区 分 単　位 数　　　　　量 備　　　考

全体 1箇所当り

【労務】

小型マンホール設置工 起点および中間形式 マンホール深さ2m以下 箇所 1 1 マンホール深1.40m

本管径250mm 鋳鉄製防護蓋設置費有

【資材】

塩ビ製小型マンホール φ250-300h (RR) 15°曲り　右 個 1 1

立上り管 VUφ300 L=900 個 1 1

防護蓋 φ400 FCD製 T-14 個 1 1

鉄蓋+受枠

台座 個 1 1

リング 個 1 1

内蓋 塩ビ製φ300用 個 1 1

自在継手 VUφ250(RR)用 個 1 1

切込砕石 φ0～80mm級 t=90 m2 1 0.77

耐衝撃性硬質塩化ビニル樹脂製

再生プラスチック φ610×φ550×60

発砲ポリエチレン φ318×φ400×60



内訳数量表

1-2　小型マンホール工(塩化ビニル製)　数量表
規格：No2小型マンホール 1 箇所当り

項　　　　　目 規　　　　　格 数 量 区 分 単　位 数　　　　　量 備　　　考

全体 1箇所当り

【労務】

小型マンホール設置工 起点および中間形式 マンホール深さ2m以下 箇所 1 1 マンホール深1.30m

本管径250mm 鋳鉄製防護蓋設置費有

【資材】

塩ビ製小型マンホール φ250-300h (RR) 15°曲り　右 個 1 1

立上り管 VUφ300 L=800 個 1 1

防護蓋 φ400 FCD製 T-14 個 1 1

鉄蓋+受枠

台座 個 1 1

リング 個 1 1

内蓋 塩ビ製φ300用 個 1 1

自在継手 VUφ250(RR)用 個 1 1

切込砕石 φ0～80mm級 t=90 m2 1 0.77

耐衝撃性硬質塩化ビニル樹脂製

再生プラスチック φ610×φ550×60

発砲ポリエチレン φ318×φ400×60



3.　管　渠　工　



工　　種 種　　別 細　　目 規　　格

（レベル２） （レベル３） （レベル４） （レベル５）

管渠工(開削) 管路土工 (管路掘削) BH山積0.28(平積0.20)ｍ3 BP～EP 1.398×31.96×1.0 = 44.68 ｍ3 44.68 標準断面×延長

平均掘削H×延長×掘削幅

(管路埋戻) 機械投入埋戻し BP～EP (1.398-0.467)×31.96×1.0 = 29.75 ｍ3 29.75 標準断面×延長

(発生土処理) BH山積0.28(平積0.20)ｍ3 掘削部 44.68×1.2 = 53.62 ｍ3 20.56

+2tDT 埋戻し部 -29.75/0.9 = -33.06 

　 Σ = 20.56

管路土工

計　　算　　式 単位 数　　量 摘　要



管路土工
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平均掘削深さ　算出表
舗装厚控除

区間 測点SP 掘削深さ(m) 掘削深さ(m) 掘削幅(m) 区間延長(m)
② 0.57 1.468 1.408 1.0

1.48 1.504 1.444 1.0 0.91
② 1.48 1.504 1.444 1.0

31.93 1.411 1.351 1.0 30.45
② 31.93 1.411 1.351 1.0

32.53 1.419 1.359 1.0 0.60
平均 1.398 合計 31.96



工　　種 種　　別 細　　目 規　　格

（レベル２） （レベル３） （レベル４） （レベル５）

管渠工 管布設工 【労務】

硬質塩化ビニル管 VUφ250(RR) BP～EP 32.20 = 32.20 ｍ 32.20

マンホール削孔接続 φ300 t=120 2 = 2 箇所 2

【資材】

直管(片受) VUφ250(RR) L=4 000 7+1+1 本 9 残管3.58+2.39

直管(プレーンエンド) VUφ250 L=470 1 本 (1) 残管使用

管基礎工 基礎延長 31.96 = 31.96 ｍ

砂基礎 人力施工 4.10／10×31.96 = 13.10 ｍ3 13.10

管布設工、管基礎工

計　　算　　式 単位 数　　量 摘　要



管布設工、管基礎工
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管渠工 - 管基礎工

（　10 ｍ　当り）
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工　　種 種　　別 細　　目 規　　格

（レベル２） （レベル３） （レベル４） （レベル５）

管渠工 管路土留工 (建込簡易土留) 掘削深1.5m以下 建込,引抜延長 31.96 = 31.96 ｍ 31.96 (H=1.50m)

掘削幅1.00m

　

管路土留工

計　　算　　式 単位 数　　量 摘　要



4.　マ　ン　ホ　ー　ル　工　



(レベル２)　 マンホール工

(レベル３)　 小型マンホール工

 No.  No.  No.  No.  No.  No.  No.  No.  No.

項      目 規格・形態 単位 1 2 合  計

管 路 番 号 ②区間 ②区間

測 点 SP 1.48 31.93

塩 ビ ﾏ ﾝ ﾎ ｰ ﾙ 深 (H) ｍ 1.40 1.30

立 上 り 管
必要立管長

ｍ 0.86 0.77

VUφ300
使用立管長

800mm 個 1 1
使用立管長

900mm 個 1 1
FCD製

T-14　φ400 個 1 1 2
FCD製

T-25　φ400 個

台 座
再生プラスチック

φ610×φ550×60 個 1 1 2

リ ン グ
発砲ポリエチレン

φ318×φ400×60 個 1 1 2

内 蓋
塩ビ製

φ300用 個 1 1 2

イ ン バ ー ト

耐衝撃性硬質
塩化ビニル樹脂製

15°曲り　右 個 1 1 2

φ250-300h

自 在 継 手 VUφ250(RR)用 個 1 1 2

切 込 砕 石
φ0～80mm級

t=90 m2 0.77 0.77 1.54

鉄 蓋 ・ 受 枠

 小 型 マ ン ホ ー ル ( 塩 ビ 製 ) 集 計 表



5.　付　帯　工



工　　種 種　　別 細　　目 規　　格

（レベル２） （レベル３） （レベル４） （レベル５）

付帯工 構造物撤去工 既設管撤去 HPφ250 32.11 = 32.11 ｍ 32.11

W=131kg/本 V (0.306^2-0.250^2)/4×3.14×32.11 = 0.78 ｍ3

W 131/2×32.11/1000 = 2.10 t

コンクリート塊運搬処理 鉄筋構造物 V 0.30^2×3.14／4×0.12×2 = 0.02 ｍ3 0.02 マンホール削孔

W 0.02×2.50ｔ = 0.05 t

既設管HPφ250 2.10 = 2.10 t 2.10

構造物撤去工

計　　算　　式 単位 数　　量 摘　要



構造物撤去工
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工　　種 種　　別 細　　目 規　　格

（レベル２） （レベル３） （レベル４） （レベル５）

付帯工 産業廃棄物処理工 殻運搬処分費 コンクリート受入費 0.05 = 0.05 t 0.1 構造物撤去工より

既設管HPφ250 2.10 = 2.10 t 2.1 構造物撤去工より

　

産業廃棄物処理工

計　　算　　式 単位 数　　量 摘　要


